
β‐クリプトキサンチン (β-CRX) は, 温

州みかんに特異的に多く含まれる色素で, α-

カロテン, β-カロテン, ルテイン, ゼアキサ

ンチン, リコペンなどとともにヒト血液中の主

要なカロテノイド６種類の一つである [3]. カ

ルテノイドの生理活性はプロビタミンＡ作用,

抗酸化作用, 免疫作用などがある [7]. β－カ

ロテンは代表的なカルテノイドであり, 牛に対

する作用としてはプロビタミンＡ作用 [5], 免

疫作用 [2, 9] などが認められている. β-CRX

に関する研究では, ヒト, ラット, マウスなど

で骨代謝改善 [3, 10], 肝疾患のリスク低減

[6] などの報告がある. 牛においては柑橘系パ

ルプサイレージを給与し血漿ならびに乳脂肪区

画のβ-CRX濃度の上昇が報告されている [8].

今回は, 乳牛への臨床応用の基礎となる経口

投与量と血清濃度を検討する上での予備試験を

行った.

材料及び方法

臨床的に健康な, 泌乳していないホルスタイ

ン種の成牛４頭 [体重705±52㎏；平均±標準

偏差] を用いて２群にわけ, 各群２頭に対して

β-CRX (ユニチカ㈱, 兵庫) を0.1㎎/㎏ある

いは0.5㎎/㎏を１日１回１週間経口投与した.

投与時刻は午前７時とした. 採血は投与前, 投

与後12, 24, 48, 96および192時間に行い, 分

離した血清は遮光して冷凍保存した後, 液体ク
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β‐クリプトキサンチン (β-CRX) は温州みかんに特異的に含まれるカルテノイドである

が, 牛における研究は僅かである. 今回, 牛におけるβ-CRXの生理活性を調べ, 将来的に疾

病の治療や予防に用いることを目的として, 経口投与量とβ-CRX血清濃度の関係を検討した.

健康なホルスタイン種の雌４頭について投与量を0.1㎎/㎏, 0.5㎎/㎏の２群に設定, １日１回

１週間連続で経口投与した. いずれの牛も48時間後には血清中にβ-CRXが認められた. その

後, 0.5㎎/㎏群では血清β-CRX濃度が増加し, 0.1㎎/㎏投与群では一定の血清濃度を持続した.

キーワード：β‐クリプトキサンチン, 牛, 血清濃度

要 約



ロマトグラフィーでβ-CRX濃度を測定した [7].

成 績

図１に示す通り, いずれの牛も投与前の血清

β-CRX濃度は検出限界である0.5μg/dl未満で

あった. 投与後 12時間で最も早く, 0.5㎎/㎏

群の１頭で12.1μg/dl検出された. 48時間でい

ずれの牛もβ-CRXが検出され, 0.1㎎/㎏群で

は22.0μg/dl, 17.8μg/dl, 0.5㎎/㎏群では35.2

μg/dl, 44.9μg/dlであった. 最終的に192時間

では0.1㎎/㎏群が21.7μg/dl, 10.1μg/dl, 0.5

㎎/㎏群が164.3μg/dl, 184.6μg/dlであった.

考 察

ヒトの領域においてβ-CRXは, 骨代謝改善

効果 [3, 10], 肝疾患のリスク低減 [6] など

が報告されているが, β-CRXの牛における研

究はわずかに柑橘系パルプサイレージ給餌に関

する報告 [8] のみである. 今回, 乳牛に対す

るβ-CRXの免疫活性, 抗酸化能を調べるにあ

たり, 基礎的に投与量を検討した. β-CRXが

牛において免疫活性, 抗酸化能などの生理活性

を発揮するためには第一胃を通過し吸収され血

清中に出現しなくてはならない. β‐カロテン

の50％程度はルーメン内で分解され [5], 腸管

での吸収過程で約30％がビタミンＡに転化され

ることが明らかになっている [1]. すなわち低

濃度ではβ－カロテンとして血清中に出現しな

い可能性があり, β-CRXにおいても同様の機

序が推測される.

ヒトではβ-CRXは小腸上皮で吸収され, 温

州みかんの摂取後９～25時間に血清濃度が最大

になることが知られている [4]. 今回, 最も吸

収速度の速い牛では投与後12時間で血清中にβ-

CRXが検出され, いずれの牛も48時間では血

清中にβ-CRXが検出された. 牛においては第

一胃が存在するため, ヒトよりも小腸への到達

時間が遅延したことが示唆される. 今回は, 一

週間連続経口投与を行い, 0.1㎎/㎏群において

は48時間以降, 血清濃度がほぼ一定である傾向

が認められた. このことは, 体重あたり0.1㎎/

㎏のβ-CRXを連続した経口投与によってβ-

CRXの投与量と変性・排出量の収支が一定で

あることを示唆している. また, 0.5㎎/㎏群に

おいて, 連続経口投与により48時間以降, 急激

にβ-CRX血清濃度が上昇する傾向が認められ

た. このことは, 投与量が変性・排出量を大き

く上回り, 血清中に蓄積されたことを示唆して
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図１ 牛における経口投与による血清β-CRX濃度の推移
(矢印はβ-CRXの投与を示している)



いる.

これらのことより, 今後, 臨床応用で行われ

るβ-CRX単回経口投与実験では, 0.1㎎/㎏以

上を投与しないと血清β-CRX濃度が十分に上

昇維持されないことが示唆された.
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